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 今から８０年前、世界で初めての「原子爆弾」が、ヒロシマ・ナガサキに投下され何十万人の命が一瞬に

して奪われました。まちは焦土と化し、何十年も草木も生えないと言われ、被爆者は、原子爆弾の放射能で

長い間苦しめ続けられ、今もなお命の危険と闘っています。 

 また福山市では、８月８日の未明、空襲によりまちは焼かれ、３５５人の尊い命が奪われました。「戦争

は最大の人権侵害」という反省から８０年という月日がたちました。二度とこの悲劇を繰り返さないために、

一人ひとりに何ができるのかを考えるため、西部市民センター1 階エントランスで「福山空襲戦争遺跡」パ

ネル展を開催します。この機会に一緒に考えてみませんか。ぜひ、お立ち寄りください。 
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■申込み・問合せ 
 
●定 員 ５０人 
●締切り ９月１１日（木） 
●福山市松永地域振興課 
電話 084-934-5443 
Fax 084-934-8251 

E-Mail： matsunaga-chiikishinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp 
 

（福山市立大学 都市経営学科 准教授） 

災害はいつ、どこで起こるかわかりません。 

災害対応カードゲームを通して、災害対応を自らの問題として考

え、お互いの意見交流を行うことで、災害時、地域で力を合わせて

減災へむけて動いていける一歩になるのではないでしょうか。 

誰もが安心して暮らせる災害に強いまちづくりにむけて、自分に

できることを考えてみませんか。 

松永地域防災力向上ワークショップ 
～みんなで減災 防災クロスロード～ 

西部市民センター５階 大会議室 

申込みはこちらから 

宮前 良平さんと学生のみなさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
 

 

 

☆展示「館（やかた）をめぐる旅」 

●と き ８月２０日（水）～９月１５日（月） 

●ところ 松永図書館 展示コーナー 

●内 容 日本国内の図書館、博物館、美術館など

を取り上げて、夏の長期休みから秋の行

楽シーズンにかけておすすめのスポッ

トを紹介する。あわせて関連本の展示・

貸出しを行う 

 

☆「ＳＤＧｓな工作教室 

   牛乳パックでちょきんばこをつくろう」 

●と き ８月９日（土）１４時～１５時 

●ところ 松永図書館 集会室 

●内 容 牛乳パックを活用してお金を入れると 

     しかけが動く貯金箱を作成する。あわせ

てミニおはなし会も行う。 

●対 象 小学生 

●申込み ※先着２０人 来館または電話で 

 

☆あかちゃんといっしょのおはなし会 

●と き ８月１３日（水）、１４日（木） 

            １１時～11時１５分 

●内 容 乳幼児とその保護者を対象にしたおはなし会 

 

☆土ようびのおはなしのじかん 

●と き 毎週土曜日1５時～１５時１５分 

●内 容 幼児・児童とその保護者を対象にしたおはなし会 

＜図書館のお休み＞ 

８月１９日（火）  

 

 

 

 
 

 

 

 

 ☆交流促進講座開催事業 子育て交流事業 

 絵本で学ぼう未来の平和 

～絵本と音楽のおはなし会～ 

 

●と き ８月８日（金）１０時～１１時３０分 

●ところ 神村コミュニティセンター 

●内 容 参加型おはなし会 

     ペープサート（紙芝居）パネルシアタ  

ー、音楽にあわせて一緒に身体を動かす

参加型の絵本ワールド 

●対 象 小学生以上 

●講 師 えほん見楽る 

●定 員 ２０人 

●持参物 飲み物、室内履き 

●申込み・問合せ 神村コミュニティセンター 

 

☆人権啓発講座 

 ミュージック・ケア 

●と き 9月 13日（土）10時～12時 

●ところ 神村コミュニティセンター 

●内 容 保護者とこどもがいっしょに楽しむ音楽

療法 

●対 象 乳幼児・小学生低学年 

●講 師 北川宜子さん（音楽療法士） 

●定 員 なし（申込多数の場合は制限させていた

だく場合あり） 

●持参物 水分補給のための飲み物 

●申込み・問合せ 神村コミュニティセンター 

と き 8月 1日（金）～8月18日（月）15時まで 

ところ 西部市民センター1階サロン  

内 容 保育所やこども園等、こどもたちや市民のみな

さんの平和への思いがこめられた作品を展示し

ます。みなさん、どうぞご覧ください。 
※過去の写真です。 



                                                                     

 

 

７月１３日（日）に、西部市民センターでばら苗配布事業を行い、９００本のばら苗を市民の皆さんに配布しま

した。これは、ばらの輪を広げ、ばらのまちづくりの取組を拡充するため、毎年度、無料配布しているものです。

今年度は、西部市民センターや松永駅南口広場で、ばら花壇の整備などを行っていただいている、「ばら配布事業協

力ボランティア」の６名の方とともに、松永高校の生徒さん２２名が、ボランティアとして参加してくれました。 

当日は、３５度近くまで気温が上がり、生徒さんは、暑い中、挨拶や声掛けをしながら、ばらの受渡しや運搬な

どを行ってくれ、その度に見る生徒さんの笑顔はとても印象的でした。 

生徒さんからは、「地域の人と接して、ローズマインドの意味が分かった気がする」「普段接することのない地域

の人と触れ合うことができ、参加して本当に良かった」などの声も上がり、世代間交流もできました。 

また、地域の方々からも、「自分も松永高校の卒業生、後輩の地域での活躍が見れて誇らしい」、「ばらが重くて困

っていたが、車まで運んでもらって本当に助かった」など、嬉しい言葉もいただきました。 

松永高校では、地域活動の一環として様々なボランティアを行っているところです。地域の皆さんも、彼らが頑

張っている姿を見かけた際には、一言、お声がけをお願いします。 

当日は、暑さ厳しい時間でしたが、生徒さんや地域の皆さんの笑顔があふれ、ローズマインドが伝えられた一日

となりました。 

福山市では、ばら栽培に必要な知識を学んでいただける、「ばら講習会」を実施しています。詳しくは、市ＨＰ「ばら講習

会」等でご確認ください     ■明るいまちづくり協議会事務局 電話０８４－９２８－１０５１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時   ８月 8日（金） １３時～１６時 

場 所   まなびの館ローズコム（福山市霞町一丁目１０番１号） 

内 容   １９４５年８月８日の「福山空襲」を心にとめるとともに、平和の大切さや 

人権の尊さについて考える。（紙芝居・メッセージ発信・絵本の読み聞かせ・映画上

映・体験コーナー・平和かるた・ジャンボ折り鶴・・など） 

入場料  無料      ■問合せ  福山市多様性社会推進課（０８４－９２８－１２３５） 
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